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１ 研究の社会的背景と経緯 

（１）社会的背景 

VUCAな時代 

 

 

 

 

 

 

 

OECDより 

 

 

 

新たな価値を

創造する力 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領

より 

 

 

 

 

 

現在は，VUCA（変動性：Volatility・不

確 実 性 ： Uncertainty ・ 複 雑 性 ：

Complexity・曖昧性： Ambiguity）な時

代（図１）と言われ，様々な技術革新や未

曾有の自然災害，未知のウイルス，国際

問題など誰も予測することができないこ

とが増えると言われています。 

 

OECD(2019)iでは，自らが持つ可能性を            図１ VUCAな時代 

発揮できる方向に進むために，子供は学びの中核的な基盤を持っていなければならな

いとし，その学びの中核的な基盤を「カリキュラム全体を通して必要となる基礎的な

条件や主要な知識，スキル，態度及び価値」としています。そして，「変革をもたらす

コンピテンシー」の一つとして「新たな価値を創造する力」を示しました。そして，

白井(2020)iiは，それらについての構成要素の例を次のように述べています。 

○目的意識 ○好奇心 ○開かれた考え方 ○批判的思考 ○創造性 ○敏捷性 

○協働性   ○リスク管理 ○適応力 

本校では，これから先にどのような未来社会になろうとも，子供たち一人一人が存

分に力を発揮し，よりよく生きていくことができるよう，「新たな価値を創造する力」

に着目しました。 

 

小学校学習指導要領iiiでは，「一人一人が持続可能な社会の担い手として，その多様

性を原動力とし，質的な豊かさをもった個人と社会の成長につながる新たな価値」を

生み出していくことへの期待を示唆しています。また，子供たちが変化に積極的に向

き合い，他者と協働して課題を解決していくことや，様々な情報を見極め知識の概念

的な理解を実現し情報を再構成するなどして新たな価値につなげていくことを求め

ています。そして，子供たちが「何ができるようになるか」といった資質・能力を大

切にして各教科の目標や内容が示されています。 

 

（２）経緯 

子供主体の 

学び 

 

 

 

 

 

 

 

北海道教育大学附属函館小学校（以

下本校）（2020;2021）ivは，図２のとお

り，子供の主体性を重視した研究を

脈々と続けてきました。 

これらを踏まえて，今年度の研究を

新たにスタートいたしました。 

 

 

図２ これまでの研究 

研究主任  鎌田 尚吾   研究副主任  上田 知沙都 

研究部員 松下 裕幸  嶋田 陽介  佐藤 秋杜  鈴木 悠太 
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アクティブ・ 

ラーニング 

 

 

 

 

学びの文脈 

 

 

 

 

 

 

メタ認知 

自己調整 

2013（平成 25）年度よりアクティブ・ラーニングの研究を進め，「教師の教えたい」

から「子供の学びたい」へのパラダイム転換を目指し，子供が対話的に学ぶ学習形態

や単元構成について，知見が得られました。一方で，子供の主体性を重視するあまり，

指導すべき内容と学習内容にズレがないように子供の学びをコーディネートする必

要性を実感しました。 

 

そして，2017（平成 29）年度より「学びの文脈」について研究を進めてきました。

「教える内容」を子供が学びたいと思う文脈にするために，時には指導内容を入れ替

えながら他教科と関連させたり，異学年との交流を取り入れたりしました。その結果，

本校の子供は発表したり表現したりする力が高まりました。一方で，活動を途中で調

整したり，相手の考えを受け入れて方向転換したりすることには苦手意識を感じてい

る子供が多いのが実態でした。 

 

  その解決策として，2019（令和元）年度より「子供が学びをつくる学校」を研究主

題とし，メタ認知や自己調整に視点を当てて，研究を進めてきました。教師は，子供

が「課題を設定する」「課題を追究する」「学習成果を発揮する」といったいずれの場

面においても，自己をメタ認知し，学びに対する思いやこれまでの経験と照らし合わ

せて次の活動を考える支援を行いました。そのことで，子供が自己を客観的に捉え，

学び方を選択する授業方法や手立てが明らかになりました。 

しかし，研究を振り返る中で，ゴールに到達した子供が，学びの「よさ」や「楽し

さ」，「達成感」「満足感」をもっていたか，他の学びや日常生活に適用しようとしてい

たのかということが課題となりました。そこで，予測困難な時代においても，既存の

枠組みにとらわれることなく，自ら考え，日常生活や社会生活をよりよくするための

「新たな価値を創造する力」の育成を目指し，研究を進めることにしたのです。 

 

２ 今年度の研究 

（１）研究主題「価値をつくる学び」から「『新たな価値を創造する力』の育成」へ 

価値とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分にとって

のよさ 

 

 

 

 

 

  まず，夏季教育研究大会に向けて，私たちは「価値をつくる学び」を実現するため

に，「価値」とは何かを考えました。職員での話し合いを通して，「価値」とは「自分

にとってのよさ」（図３）であると定義しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３  「価値」についての本校のまとめ 

そして，「価値＝自分にとってのよさ」とは与えられるものや押し付けられるもので

はなく，自ら気付き，理解し，頭や心の中に残り，そのことを大切にし，今後につな

げたり，広げたりしていくものだと考えました。 

夏季教育研究大会の時点では，このように「子供自らが価値に迫り，価値を獲得す

る営み」を「価値をつくる」ことであると捉え，実践しました。どの単元でも，子供

は，主体的に学び，他者との関わりや多くの出会いを通して，価値をつくることを目

指しました。 
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人生型の 

主体性 

 

 

 

 

 

 

 

 

資質・能力 

溝上(2018)vは，学習課題への取組方

法がより即自的か対自的かという観点

から，主体的な学習の深まりをスペクト

ラムとして整理しています（図４）。私

たちは，これまでの本校の研究を生かし

ながら，ウェルビーイングを目指した

「価値をつくる」人生型の主体性といっ

た新たなステージに挑戦しようとして

いると換言できます。 

                                            図４  人生型の主体性 

一方で，夏季教育研究大会での実践を通して，私たちが目指しているのは，2030年

の未来社会において「新たな価値を創造する力」を発揮するために必要な資質・能力

を育成すること（図５）だという認識に立ちました。 

そこで，研究内容を一部更新した上で「『新たな価値を創造する力』」の育成を目指

して」を研究主題として再掲し，「新たな価値を創造する力」につながる資質・能力を

視点に研究実践を行うことを目的として，秋季研究大会を実施することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 「新たな価値を創造する力」の育成を目指すイメージ 

（２）研究副題「自分の学びを役立てながら，喜びを感じる子供」 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分にとっての

よさとは 

 

 

学び 

役立ち 

喜び 

 

 

 

 

鹿毛（2013）viは，Eccles(2005)viiをもとに価値を下記のように整理しています。 

○  達成価値 

…当該課題をうまくやることに対する個人的な重要性である達成価値 

○  実用価値 

…当該課題やどの程度当人の将来の目標と関連しているか 

○  内発的・興味価値 

…活動遂行から得られる楽しさ，あるいは活動中に経験され楽しさの予期 

 

  これらを参考に，私たちは，本校職

員で話し合った子供の「価値＝自分に

とってのよさ」の要素（図６）を下記

の３つの要素に整理しました。 

○  「学び」  考えの広がりや深ま 

り。スキルアップ。 

○  「役立ち」健康や成長，関わり

合いなどの日常生

活への活用，社会・   図６ 価値の要素を視点にした子供の姿 

文化への応用。 

○  「喜び」  学びや役立ちに関する楽しさや好奇心，自信，期待，満足。 
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研究の全体構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の方向性 

 

 

「新たな価値を

創造する力」に

つながる資質・

能力 

このような学びの定着や

深まり，広がりを経験し，自

分の生活や社会に役立てて

いくこと，その過程や結果に

対して，期待や満足などの喜

びを感じる子供の育成を目

指すこととしました。そし

て，「自分の学びを役立てな

がら，喜びを感じる子供」を

副題とし，図７のように研究

の全体構造をまとめました。

さらに，図８のように研究の

方向性，表１のように「新た

な価値を創造する力」につな

がる資質・能力を共有しまし

た。 

図７ 研究の全体構造  

                    表１「新たな価値を創造する力」につながる資質・能力 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 研究の方向性       

 

３ 研究の方法 

研究の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  研究の方法としては，次のとおり設定して取り組みました。 

①  研究協議会を適宜実施し，本校職員で研究内容についての協議・検討（図９・

図 10・図 11）を行いました。 

②  外部機関から研究協力をいただきながら，夏季教育研究大会および秋季教育 

  研究大会において，各教科等における授業公開，事後検討会を実施しました。 

③  成果や課題を明らかにし，今後の方向性を見いだすことを目的として，参加

者から事後のアンケートを集約しました。 

※  本校の「ICTを活用した校内研修モデル（図 12）」viiiを生かし，オンライン型

やハイフレックス型（対面とオンラインの併用）も実施しました。 

    そして，今年度は，表２のとおり研究   

を進めてきました。 

 

 

 

 

 

 
図９ 協議・検討の様子１ 図 10 協議・検討の様子２  図 11 協議・検討の様子３     図 12 ICTを活用した校内研修モデル

資質・能力 概要 

目的意識 新しい行動の目的に対する明確な自覚 

好奇心 新しい物事に積極的に関わっていこうとする意思や態度 

開かれた考え方 多種多様な考え方に対応する力 

批判的思考 現状を客観的に捉えようとする力 

創造性 新しい解決策を考えるために必要な力 

敏捷性 新しい発想をどんどんと試してみる力 

協働性 多様な他者と協働して複雑な問題に様々な視点からアプローチする力 

リスク管理 新しい取組によって生じるリスクを適切に管理する力 
適応力 新しい考えや発見に基づいて自らのアプローチを柔軟に変えていく力 
その他 情報リテラシーやニューメラシーなど 
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４ 研究の経過  

研究の経過 表２  本研究の経過 

期日 概要 研究実践・内容の具体 公開方法 協議方法 参加者 

4月 5日,13日, 

22日,27日, 

5月24日,6月9日 

研究計画 

※事情により授業

予定を延期 

研究体制，今後の計画について

教職員で共有,グループでの研究

内容協議 

― 対面／ 

ハイフレックス 

教職員 

6月 15日 校内提案授業 授業公開と事後検討 

３年総合的な学習，２年道徳 

ハイフレ

ックス＊ 

ハイフレックス 教職員 

6月 20日,29日 春季校内研 授業公開と事後検討 

４年社会，５年国語 

ハイフレ

ックス＊ 

ハイフレックス 教職員 

7月 1日 夏季教育研究大会

研究協力者との打

合せ会 

研究説明および各ルームでの教

科部会 

― オンライン 教職員 

＋20名 

7月 6日,21日 夏季教育研究大会

に向けて 

研究内容・運営の協議，プレ接

続・進行確認 

― ハイフレックス  

7月 26日 夏季教育研究大会 授業公開と事後検討 

１年体育，２年道徳， 

４年社会，５年国語， 

６年図画工作 

アンケート集約 

アーカイ

ブ動画 

オンライン 120名 

8月 24日 夏季教育研究大会

と前期の振り返り 

集約アンケート結果と分析，後期

研究や秋季大会の方向性を全体

で共有 

― ハイフレックス 教職員 

9月 21日,28日, 

10月 12日 

後期研究の展望 グループでの研究内容協議 ― ハイフレックス 教職員 

11月 2日 秋季教育研究大会

研究協力者との打

合せ会 

研究説明および各ルームで教科

部会 

― オンライン 教職員 

＋22名 

11月 15日,22日 秋季教育研究大会

に向けて 

研究内容・運営の協議，プレ接

続・進行確認 

― ハイフレックス 教職員 

11月 25日 秋季教育研究大会 授業公開と事後検討 

１年国語，３年社会， 

３年総合的な学習， 

４年算数，５年外国語， 

６年体育 

アンケート集約 

アーカイ

ブ動画 

オンライン 80名 

12月 14日 秋季教育研究大会

と後期の振り返り 

集約アンケート結果と分析，後期

研究や秋季大会の方向性を全体

で共有 

― ハイフレックス 教職員 

12月 22日, 

1月25日,2月8日 

冬季授業研究セミ

ナーに向けて 

提言，実施計画・運営の確認 ― ハイフレックス 教職員 

2月 10日 冬季授業研究セミ

ナー＊＊ 

提言，実践紹介ワークショップ ― オンライン 60名 

2月 24日, 

3月 20日 

今年度の研究のま

とめと次年度への

展望 

次年度の方向性について教職員

で共有 

― ハイフレックス 教職員 

＊ 公開方法におけるハイフレックス型は，対面の直接参観とアーカイブ動画視聴とした。 
＊＊冬季授業研究セミナーは，北海道教育大学附属函館四校園（幼稚園，小学校，中学校，特別支援学校）での共同

開催。 

 

５ 研究実践 

「新たな価値を

創造する力」に

つながる資質・

能力を視点に， 

各教科等で授業

実践  

※各実践指導案および

まとめを参照 

 

前述のとおり，「新たな価値を 

創造する力」につながる資質・ 

能力を各教科等において絞り込み， 

授業実践（図 13）を行いました。             

  夏季教育研究大会では５つの実 

践，秋季教育研究大会では６つの 

実践を公開しました。全道・全国 

各地の教職員にも参加していただ 

き，たくさんの意見をいただきま       図 13  各教科等での授業実践 

した。そして，本校の研究を深めることができました。 
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６ 夏季・秋季教育研究大会の参加者アンケート結果 

 

 

 

夏季教育研究大

会のアンケート 

 

 

 

 

 

 

秋季教育研究大

会のアンケート 

 

 

 

 

 

  夏季・秋季教育研究大会ともに，参加者からのアンケートを実施しました。 

回答数は夏季が 27件，秋季が 11 件でした。 

  アンケート結果（夏季：図 14，秋季：図 15）を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

図 14 夏季教育研究大会 アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 秋季教育研究大会 アンケート結果 

アンケート結果からは，「新たな価値を創造する力」につながる資質・能力を視点

にした授業実践について，「参考になった。」の回答が多くありました。どのような

資質・能力を目指し，どのような手立てを講じるのかについて，研究仮説に基づい

て授業実践を行った結果であると考えられます。 

 

７ 成果と課題，次年度への展望 

（１）成果 

 

 

 

 

 

 

「新たな価値を

創造する力」と

つながる資質・

能力の今年度の

まとめ 

 

前述のとおり，今年度は研究内容の更新を図りながら，「新たな価値を創造する力」

の育成に向けて，目的意識，好奇心，開かれた考え方，批判的思考，創造性，敏捷

性，協働性，リスク管理，適応力等の「新たな価値を創造する力」につながる資質・

能力を視点として，学習指導要領を具現化する授業実践に取り組みました。（各教科

等における授業実践の詳細や支援の実際，成果・課題等については，「学習指導案」，

「実践のまとめ」を参照。） 

今年度の各教科等における授業実践について，「新たな価値を創造する力」とつな

がる資質・能力について抜粋し，表３のとおりにまとめました。 

  夏季教育研究大会は，「価値をつくる」ことを目指して取り組みましたが，各実践

後に「新たな価値を創造する力」につながる資質・能力を検討し，再構想するなど，

次年度以降の取組や具体的な子供の姿をもとに，育成を目指す資質・能力をイメー

ジすることができました。 
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各実践では，授業者の設定する授業目標との関連性が高いと考えられる「新たな

価値を創造する力」につながる資質・能力について，研究仮説を立てて取り組みま

した。その結果，単元や授業レベルで，「新たな価値を創造する力」につながる資質・

能力の具体を考え，これまでの実践における指導との関連や，新たに取り入れてい

くべき指導の視点を各実践から学ぶことができました。 

創造や協働など，小学校学習指導要領で記載されているものや，批判的思考（算

数科での「批判的に考察して判断したり…」）といった比較的イメージがもてるもの，

興味・関心等と関連があると思われる好奇心などを視点とした実践が複数見られま

した。今回は，リスク管理を視点にした実践はなかったものの，この資質・能力は，

自分の学習活動をプランニングし，モニタリングし，コントロールする際に必要な

資質・能力であると考えられています。 

  このように，「新たな価値を創造する力」につながる資質・能力を育成するための

学習場面や教師の支援について具体化することができました。一方で，構造的に各

資質・能力を捉えることが重要であると考えられました。 

 

 

 

表３ 今年度の各授業実践における「新たな価値を創造する力」とつながる資質・能力について 

教科 

(学年) 
単元名 学習指導要領との関連 

（資質・能力や指導事項等） 

視点とした「新たな価値を創造する力」につながる資質・能力 次年度以降の 

研究や実践の 

方向性 目 好 開 批 創 敏 協 リ 適 他 

国語 

(1年) 

を～ごちそう 

レシピをかこう 
「を」の使い方を理解して，文や文章の中

で使う（書き言葉） 
         情報リテラシー  

国語 

(5年) 

AIとのくらし 互いの立場や意図を明確にしながら計画

的に話し合い，考えを広げたり深めたり

する（話すこと・聞くこと） 
  ●  ●       

社会 

(3年) 

かわる道具とくらし よりよい社会を考え学習したことを社会

生活に生かそうとする態度 

（市や人々の生活の様子） 
 ●   ●       

社会 

(4年) 

ごみはどこへ 学習したことを基に，社会への関わり方

を選択・判断する 

（廃棄物の処理，ごみの減量） 

   ●   ●     

算数 

(4年) 

変わり方調べ 表や式を用いて変化や対応の特徴を考

察する（伴って変わる二つの数量） 
   ●     ●   

図画工

作 

(6年) 

音の形，音の色 自分の感覚や行為を通して，形や色など

の造形的な特徴を理解し，それを基に自

分のイメージをもつ（共通事項） 
   ● ● ●      

体育 

(1年) 

あつまれ附属の森 

探検隊 
即興的な身体表現能力やリズムに乗って

踊る力，コミュニケーション能力 

（豊かな表現遊び） 

      ●    
低学年として土

台づくりをしてい

く必要がある 

体育 

(6年) 

スポーツ鬼サッカー 自己やチームの特徴に応じた作戦を選

び，自己や仲間の考えたことを他者に伝

える（ゴール型サッカー） 
   ● ●  ●    

今後，敏捷性も視

点として実践して

いく必要がある 

外国語 

(5年) 

Unit6 What 

would you like? 
他者に配慮しながら，主体的に外国語を

用いたコミュニケーション（やりとり） 
●  ●         

道徳 

(2年) 

いいところ  

みいつけた 
他者との関係によって自分の特徴を知

り，実感することで気付きを確かにする 

（個性の伸長） 

        ●   

総合的な

学習の時

間(3年) 

給食☆調べ隊 自分の意思で，目標をもって課題の解決

に向けた探究に取り組もうとする 

（主体性） 
 ●         

今年度，好奇心の

構成要素抽出や

分類を試みた 

備考）目：目的意識，好：好奇心，開：開かれた考え方，批：批判的思考，創：創造性，敏：敏捷性，協：協働性， 

リ：リスク管理，適：適応力，他：その他の資質・能力 
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資質・能力の構

成要素 

 

 

 

具体的な子供の

姿からカリキュ

ラムへ 

 

 

   

今年度は，研究初年度ということもあり，教職員における「新たな価値を創造す

る力」につながる資質・能力についての共通理解が，前掲の表１のみであり，それぞ

れが実践をもとに具体化して示す取組であったために，検証のしづらさが課題とな

りました。 

今後は，目的意識，好奇心，開かれた考え方，批判的思考，創造性，敏捷性，協働

性，リスク管理，適応力等の「新たな価値を創造する力」につながる資質・能力それ

ぞれの構成要素をより明確にしていく必要があると考えています。その上で，検証

プロセスも含めて，授業実践の見通しをもち，研究仮説に基づく成果・課題を明ら

かにすることが必要です。 

まずは，ミクロの視点を大切に，具体的な（各実践における自分の学びを役立て

ながら，喜びを感じる）子供の姿で語り，子供の姿を蓄積していくことで，単元や領

域，活動内容等と「新たな価値を創造する力」につながる資質・能力との関連につい

て，マクロの視点であるカリキュラムで示すことができると考えています。 

夏季・秋季教育研究大会においては，図 16（夏季），図 17（秋季）のとおり，参加

者からのご意見をいただきました。本校の研究内容と学習指導要領の位置付けや，

各実践における具体的な評価規準については，参加者の方に十分伝わらなかった点

があったことも明らかになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 夏季大会 参加者の意見のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 秋季大会 参加者の意見のまとめ 

（２）課題，次年度への展望 
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７ おわりに 

これからの附属

函館小の研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  これまでの附属函館小学校の研究を大切にし，継承しつつ，新たに研究の在り方，

進め方を考えていくことが必要であると考えています。例えば，これまでは，各教

科等の担当者が，１本ずつ授業実践を公開し，事後検討を行うというスタイルでし

たが，カリキュラム・マネジメントや資質・能力の育成が求められる現状では，「新

たな価値を創造する力」につながる資質・能力ごとのグループや研究の役割ごと（カ

リキュラム，授業実践，検証・分析）のグループなど，協働的に研究を進める方法も

効果的であると考えています。 

  また，授業の具体や子供の姿で，教職員全員が研究内容を語ることを大切にしつ

つ，研究計画や研究内容の共有，現状や課題の把握，授業実施後の検証や分析にい

っそう時間をかけ，授業実践の提供から実践研究へとステップアップし，より質の

高い研究を進めていきたいと考えております。 

 本研究は，文部科学省からの科学研究費（22H04168）やパナソニック教育研究助

成，下中科学研究助成により，研究を推進することができました。 

 また，研究交流校の校長先生をはじめ教職員の皆様には，本校にご来校いただい

たり，本校職員が学校にお伺いさせていただいたり，オンライン研修を行ったりす

るなど，複数回に渡ってご協力をいただきました。 

 渡島教育局様，函館市教育委員会様をはじめ，各教科等研究会様など教育関係機

関の皆様にも多大なご支援を賜りました。厚く御礼申し上げます。 

  現在，各学校でどのようなニーズがあり，本校としてできることが何かを検討し

ております。今後も，地域とともに歩む附属小の研究を目指してまいります。各学

校や関係機関の皆様には，調査の依頼等もお願いすることがあるかと思いますが，

ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 
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